
教育思想のルーツを求めて
－近代教育論の展開と課題－
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関川悦雄北野秋男　啓明地廠衰式紺

に偉大な思想家の教育思憩を紹介しただけではなく・

る．言い換えれば，たん

現代にも通底する教育の

：言∴・こト王室芋l－∴三一∴：’さ∴∵－
て，自らの教育思想を構築する一助となることも期待している・

2節　近代の教育思想と人間形成

1近代の教育思想の起源

さて，教育とは人間の自律的な主体形成の営みであり，そこには人間の理
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位．愛．良心，道徳心などを重視する考え方が存在する・すなわち・教育とは

自らが自らの内面をコントローールナ人間自らが主体的で自律的な人間となり・

を基本之した．

しかし，歴史的に振り返れば／人間の本性（＝内面）に対する見方は必ずし

も一致していない．たとえば，キリスト教の原罪悦にみられるように・あるい

は近代の思想家であったマキアグェリ（Machiavelll・NdiB1469～1527），

ホップス（Hobbes，T．15開～1679）・モンテスキヨL一一（Montesqu如C

LoulSdeS．1689～1755〉らの思想にみられるように・人間の内面をr決も1

着きも色とはな。えない」と考える思想もあった・彼らは・人間の内面を請疑

心や野心に満ちあふれ，貪欲で自己利益を追求することだけに支配されている
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．な威吼欺瞞的な策略などを挙げている・

一方，近代の啓羞思想家のなかには人間の理性や遣徳性を借顔して，

を育成することに価値を兄いだしたロック（Locke，J．16

それ乳

（Rousseau，J－J1712～78）．ペスタロツチCPestalozzi，J．H，1746－1827），ら

の思想家も登場した・これらの思想家は，二二璽竺聖賢＿竺竺夏空旦竺堅埜

腰撃めざと‾切の強制や服従を否定した・彼らは，自己保存・自己愛と
いった近代自然法の原理によって教育論を展開しながら，自由で自律的な主体

形成を説いた。

また，教育を万人に対する自然の権利として考え，公教育を普及させる思想
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も登場した．それは．近代の自由主義思想や自然権思想にもとづいて，教育が

人間の基本的な権利であることを唱えた思想であった．たとえば，フランスで

はコンドルセ（Condorcet，M．J A．N．deC．1743～94）が公教育の3大原則

（無償軌　義務性，中立性）の一つである農務性を掲げながら，公教育（知育に

限定された教育）の普及を説いた．また，アメリカでもマン（ManIl．H1796－

1859）が教育を受ける権利を人間の自然権であるとし，公教育制度の実現に努

力した．教育を受ける権利思想は，今世紀に入って社会権的な権利思想の影響
∴丁

も受けながら，学習者が主体的に自由に拳ぷr学習権J思想へと発展した．

2　近代の教育思想の展開

すべての人間，すべての国民に権利としての公教育を普及させる思想は，古

くは17世紀に登場する三空アーろJComedius・J・A1592～1670）を源流とす

る。コメニウスⅠも　人間の自然な本性と教育による完成可能性を信じ，すべて

の青少年を組織的，効果的に教育するための学校教育制度の構築と合理的な赦

育方法を確立しようとした．

JF・1776－1糾1）や篭≡≡泰も， 人間の内面をr陶冶」することを目的

とした近代的な教育学や教授学の構築に努力した． ヘルバ壁上は・心理学と倫

理学にもとづく近代的な科学を取り入れた教育学の体系化をはかり，べスタ

ロツチは，人間の認識を数・形・語などの最も単純な要素に分解し，事物の表
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象を再構成する直観教授法を説いた・ヘルバルトの教育理組その後へルバ

ルト派に継乗罵罵　あ後半から末頃まで世界の教育界の主流となってい・

るし，べスタロツチの直観教授法も世界の教授法改革に貢献した・

一九1840年に世界で初めて幼稚園教育を開始したドイツ人のヲ巧

くFr古池F．WAt1782～1852）も，鮒の惧崖とは人間の内なる神性を書物

のなかに認機させるだけでなく・それを表現させるように刺激し・那ことで

ぁると考えた．フレーぺ頻ことって・教育とは人間の内面形成に対する支援で

ぁり．援助であった■その後・フレーベルの教育思想は幼稚間運動として世界

的に流布し，今日の幼児教育の基礎を築いたのである・

すなわち，コメニウスから始まる近代の教育理鰍一方では主体形成とい

ぅ個人の自律化や完成可能性が追求されただけでなく，他方では近代公教育シ

ステムの理論化・普遍化がめざされ・一応1雅紀の乗には近代学校制度として

就学前・初等・中等・高等教育という形で体系化されることになる・しかし・

・芸ご崇こt言り1：T：1三＝芸三二遥：ニ

的なものとなった．それらは，
一斉教授， 蘭一的なカリキュラムや教科書とい

う集団的な規律化盈生み出し，教師政事官も商学管御者Ⅶ里門の研ぎ

特をはかる管理者・監督者として∫強圧的な訓練を強褒した。 「旧教育」，ない

しは「伝統的な教育」と呼ばれる教育の一般的な特徴である．

3　新教育運動の登場

しかし，こうした「旧教育」を批判して19世紀の乗から却世紀の前半にかけ一

て・欧米を中心に登場した新しい革新的な教をを新教軋（N肝Edu埼血），

かしは攣琴組鞄聖g禍的eEduq血）と呼ぶ．この新教育運動

の柵吼王払既着の中心におも皿旦廻茎塾ならび樗度し

的な側面を尊乱し木工や金工などを取り入れた労作主義，生活中心主義の教

育を展開した．

世界の新教育運動吼イギリス・ドイツ・フヲシスにおける田圃教育令系の

新教育運動を皮切。に・イタリア？軍ンチッソ翌、卿。nte8呵M1870～

1952）の子どもの自己活動による感覚教育の実践．アメリカのd二九二

（Parker，F・W1837～1902）型De叩，J・1859～1952〉らの細学

校における児i中心主義の教育として展開された・また・イギリスではテイル

（NdnA・S・1払3－1973）が子どもの自由や自発性を尊重する自由主義的な教

育を展開した・これらの新教育運動は・たんに欧米各国だけでなく，日本，中

風インドなどのアジア各国にも普及し，世界的な運動へと発展したのであっ

た．

しかし・ユダヤ人思想家？・ア∵ゲ「（坤b町M・1878－1965）のように，旧

教育とも新教育とも異なる新しい第三の立場を提示し．普遍的な人間形成のあ

り方を唱えた思想家も登場した・プーバーは，F我と汝』（Idmnd恥1923）

によって，r我一汝」の関係の世界から真のr愛」や「出会い」の意味を説いた．

たとえば一教育者である教師が故教育者である生徒に対して真の人格教育をお

こなうためには・教師と生徒が「我一枚」の関係において出会う時に可能とな

るものであった・真の普濱的な人間教育と札教師の謙虚さや普遍的な人間形

成に対する責任と自覚・そして教師と生徒間の信頼関係などが成立して初めて

可能となるものであった．

3節　近代教育の二律背反

1教育の自律化と臣従化

などを借親し計律的な主体形成を計的とするものであった． しかしながら．こ

じつは近代の一自照

思想吼個人のr自律」を促しながら同時にr服従」を軌、るというパラドッ

クス（自律化と臣従化）をかかえ込んでいた．すなわち，教育におけるr教え

る－学ぶ」という営みは・本来自律的な人間の育成を目指すものではあるが，

r人肌を作るの

か・「市民」を作るのか・といった私教育と公教育の対立は今だに未解決のテー

さらには・近代の教育思想が「善きもの」としての教育を普及させ，権制は

しての教育思想が説かれたとはいえ，現実に流布した教育制度は主権制国家の

しての公教育となったし，資本

主義体制こ適合する一定の相をそなえた労働着の形成という側面も担うこと

になった・すなわち・欧米の先進各国において，19世紀の後半において撒鮎

れた初等教育の義啓制を目的とした公教育観軌国民教育という能を持ち

ながら・階級間の社会的不平等や差別の間も発生させた．

近代に登場する主権制国家と資本制経済吼教官の営みをr外在的な権九

（＝法律・制度体罰など）によって鮒したが， じつは教育の営みは教育自体
▼‥…－1■■′、‾11’／Jlエr利鞘はrLよっ‾Lb就耶れていった。こう壁

堕垂的聖（三線粗略瓶良心など）に注目した思想家と

ごて軋撃独拠旦脚▲～叫・出しm払11庄野～）．ノア丁コー甲oucaul川1926－瑚らを挙げることができる．たとえば，アリ

エスはあたかも（子ども〉が普遍的に存在すると想定してきた近代教育学の自

明性を根底から批判しただけでなく・教育と粗く大人〉の社会から（子とも）

を隔離し，く子ども〉

ことであったと考えた．
（＝学校）へ唱レ、込む」

その内実は子ども
に対する監視と統制という規律化・権力化の浸透に他ならないというもので

また・イ川チは公教育それ自体の存在理由を間いれそれまでのr公数

か替きもの」という唖の前提を批判的に再検討し，脱筆触を唱えた．

フーコー札西欧近代社会に始まる新たな権力装置を分析し，人間を隷属状態

にする主体化の間題を解明した．

2　教育思想の現代的な課慮

私たちほ，近年の新しい教育息想研究から教育における矛盾・限界を知るこ

とが可能である．今を生きる私たちに罷せられた課用は，教育の理想と現実の

ギャップを知り，そして，教育の限界や矛盾に目を覆うことなく，たえずr教

育とは何か」という自覚的な閉厚意職を持ち続けることである．

私たちは，伝統的な教育思想研究の成果を継承しながらも，新たな教育的思

索を始めなければならない．本書は，伝続的な教育思想にくわえ，近年の新し

い教育思想も紹介することを心がけた汎その理由は∴散青学上の自明とされ

てきた緒概念や基木的な前提を問い直し．再検討する必宰性を自覚しているか

らである。学問とはr信じるJことではなく，まず「疑うJことだからである。


